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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第62期

会計期間

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    12月31日

売上高 (百万円) 220,424 222,589 885,683

経常利益 (百万円) 5,466 8,534 22,852

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,445 3,684 8,640

純資産額 (百万円) 227,999 239,325 235,314

総資産額 (百万円) 601,265 600,984 609,781

１株当たり純資産額 (円) 951.56 1,003.48 988.82

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 11.12 16.77 39.32

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.78 36.69 35.63

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 12,422 20,572 40,988

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △13,467 △8,299 △44,681

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,014 △15,010 △11,983

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 63,414 52,412 52,917

従業員数 (人) 22,254 23,195 22,879

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載しており

ません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における関係会社の異動は次のとおりであります。

  新規連結子会社

名称 住所

資本金

又は

出資金

(百万円)

主要な事業

の内容

議決権の

所有(又

は被所有)

割合

(％)

関係内容

役員の

兼任等

資金

援助

営業上の

取引

設備の

賃貸借
その他

（連結子会社） 　 　 　 　 　 　 　 　 　

㈱スリーエスフー

ズ

京都府久世郡

久御山町
480食品事業 100兼任２名 なし

同社製品の

仕入

土地の

賃貸
なし

㈱ヤマザキ物流 東京都清瀬市 300その他事業 100兼任１名 なし なし なし なし

㈱ サ ン ロ ジ ス

ティックス
埼玉県所沢市 380その他事業

100

(50)
兼任１名 なし なし

土地、機

械

装置、建

物の賃

貸

なし

㈱ヤマザキクリー

ンサービス
静岡県富士宮市 80 その他事業 100

兼任４名

出向２名
なし なし

土地の

賃貸
なし

(注) １  主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２  議決権の所有割合の(  )内は間接所有割合で内数であります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(人) 23,195［23,967］

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［  ］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(人) 15,867［10,089］

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［  ］内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

食品事業 180,970 101.6

合計 180,970 101.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループの食品事業における製品は特に鮮度が重要視されますので、取引先からの日々の注文に

より生産しておりますが、納入時間の関係上受注締切以前に見込数で生産を開始し、最終的に生産数量の

調整を行う受注方式であり、翌日繰越受注残はありません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別
セグメントの名称

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

食品事業 食パン 22,817 101.5

　 菓子パン 76,584 100.1

　 和菓子 16,774 92.7

　 洋菓子 29,753 103.3

　 調理パン・米飯類 22,604 99.4

　 製菓・米菓・その他商品類 37,931 102.0

　 食品事業計 206,465 100.3

流通事業 　 14,406 101.7

その他事業 　 1,717 393.0

合計 222,589 101.0

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成22年５月13日）現在において当社グループ

（当社及び連結子会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心とする輸出の拡大を背景に鉱工業

生産が増加するなど、景気は持ち直しの動きが続きましたが、厳しい雇用・所得環境が続く中、個人消費は

総じて低調に推移し、回復の実感は乏しいものとなりました。 

  当業界におきましては、昨年２度にわたり価格が引き下げられた小麦粉をはじめ、油脂類などの原材料価

格は低下基調で推移しましたが、お客様の節約志向が強まりデフレ色が鮮明になる市場環境の下で低価格

化が更に進み、販売競争が激しさを増しました。 

  このような情勢下にありまして、当社グループは主力製品の品質改善と新製品開発に積極的に取り組み、

「春のパンまつり」を活用して主力製品の取扱いを拡大するとともに、量販店やコンビニエンスストアな

どの業態対応製品の強化をはかるなど、市場動向に即応した部門別製品施策、営業施策を推進し、売上の確

保につとめてまいりました。 

  当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は2,225億89百万円（対前年同期比101.0％）、

営業利益は83億81百万円（対前年同期比163.6％）、経常利益は85億34百万円（対前年同期比156.1％）、四

半期純利益は36億84百万円（対前年同期比150.7％）となりました。売上の伸び悩む厳しい状況ではありま

したが、子会社の㈱不二家の業績回復と原材料安の効果により、大幅な増益を達成することができました。

　

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

＜食品事業＞ 

①食パン部門（売上高228億17百万円、対前年同期比101.5％） 

  食パンは、品質訴求によって「ふんわり食パン」の拡販につとめるとともに、１月より全国発売した「サ

ンロイヤルエクセレント」の取扱拡大をはかりました。販売単価下落の進む中ではありましたが、数量増に

よって前年同期の売上を上回ることができました。 

②菓子パン部門（売上高765億84百万円、対前年同期比100.1％） 

  菓子パンは、薄皮シリーズなどのミニパンや「ミニスナックゴールド」などのペストリーが伸長し、前年

同期並みの売上となりました。 

③和菓子部門（売上高167億74百万円、対前年同期比92.7％） 

  和菓子は、蒸しパンや加温販売の中華まんがコンビニエンスストア等での取扱が減少したこともあり、売

上は前年同期を下回りました。 

④洋菓子部門（売上高297億53百万円、対前年同期比103.3％） 

  洋菓子は、量販店向けの２個入り生ケーキや「ロールちゃん」などのスイスロールが伸長し、「やわらか

卵のシフォンケーキ」などのスナックケーキが順調に推移したことに加え、㈱不二家の洋菓子部門が伸長

したこともあり、売上は好調に推移しました。 

⑤調理パン・米飯類部門（売上高226億４百万円、対前年同期比99.4％） 

  調理パンはキャンペーン効果もあり主力の和紙包装のハンバーガーや「大きなサンド」が伸長し売上は

好調でしたが、米飯類は主要販路のコンビニエンスストアの不振により低調でした。 

⑥製菓・米菓・その他商品類部門（売上高379億31百万円、対前年同期比102.0％） 

  製菓・米菓・その他商品類部門は、お客様の節約志向によって低単価品や値頃感のある徳用品に需要が

シフトする厳しい販売環境となりましたが、㈱不二家の菓子事業が伸長し、売上は前年同期を上回りまし

た。 

  以上の結果、食品事業の売上高は2,064億65百万円（対前年同期比100.3％）、営業利益は83億41百万円

（対前年同期比155.1％）となりました。
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＜流通事業＞ 

  ㈱デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、お客様の節約志向による買い控えや

天候不順の影響を受け店舗売上は低調となりましたが、協賛金収入の増加もあり営業総収入は144億６百万

円（対前年同期比101.7％）となりました。収益面では、新情報システム導入に伴う償却費の増加や出店に

伴うコストの増加もあり、営業損失は４億44百万円（前年同期は４億38百万円の営業損失）となりました。

 

＜その他事業＞ 

  その他事業につきましては、当第１四半期より物流事業の子会社等を新規連結したこともあり、売上高は

17億17百万円（対前年同期比393.0％）、営業利益は３億22百万円（対前年同期比269.0％）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は6,009億84百万円で、前連結会計年度末に対して87億96百万円

減少しました。これは主に流動資産で、前連結会計年度末が金融機関の休日のため入金のズレ等があり受取

手形及び売掛金が78億86百万円減少したこと等によるものであります。負債合計は3,616億58百万円で、前

連結会計年度末に対して借入金の返済等により128億７百万円減少しました。純資産は2,393億25百万円で、

前連結会計年度末に対しては利益剰余金の増加等により、40億10百万円増加しました。 

  この結果、自己資本比率は36.69％、１株当たり純資産は1,003円48銭となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益72億73百万円に加え、減価償却費92億

11百万円、売上債権の減少額88億78百万円などにより205億72百万円のプラスとなり、前年同期に対しては

81億50百万円収入が増加しました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得などにより82億99百万円のマイナスとなり、前年

同期に対しては投資額の減少により51億67百万円支出が減少しました。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済、配当金の支払などにより150億10百万円のマイナ

スとなり、前年同期に対しては借入金返済額の増加などにより109億96百万円支出が増加しました。 

  これらに、新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額22億４百万円を加えて、現金及び現金同等物の当

第１四半期連結会計期間末残高は524億12百万円となり、前連結会計年度末に対して５億４百万円の減少と

なりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は13億98百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 220,282,860220,282,860

東京証券取引所
市場第一部
大阪証券取引所
市場第一部

単元株式数  1,000株

計 220,282,860220,282,860― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年３月31日 ― 220,282― 11,014 ― 9,664

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年12月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 550,000

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

218,455,000
218,455同上

単元未満株式
普通株式

1,277,860
― 同上

発行済株式総数 220,282,860― ―

総株主の議決権 ― 218,455 ―

(注)１  「単元未満株式」欄には、自己株式787株が含まれております。

    ２  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、1,000株（議決権１個）含ま

れております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成21年12月31日現在
　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
山崎製パン株式会社

東京都千代田区岩本町
３－10－１

550,000 ― 550,000 0.24

計 ― 550,000 ― 550,000 0.24

  

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
１月 ２月 ３月

最高(円) 1,1101,1871,165

最低(円) 1,0451,0611,119

(注)  最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

  なお、前第１四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間(平成

22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年

３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、日栄監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※１
 55,573

※１
 54,807

受取手形及び売掛金 76,815 ※３
 84,702

商品及び製品 9,734 9,210

仕掛品 698 752

原材料及び貯蔵品 7,240 7,831

繰延税金資産 3,860 3,657

その他 11,594 12,670

貸倒引当金 △1,042 △969

流動資産合計 164,475 172,663

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※１
 314,812

※１
 311,609

減価償却累計額 △223,860 △221,230

建物及び構築物（純額） 90,951 90,378

機械装置及び運搬具 ※１
 405,633

※１
 400,657

減価償却累計額 △328,255 △322,875

機械装置及び運搬具（純額） 77,378 77,782

工具、器具及び備品 28,043 28,051

減価償却累計額 △24,132 △24,027

工具、器具及び備品（純額） 3,910 4,023

土地 ※１
 111,916

※１
 108,839

リース資産 16,696 15,190

減価償却累計額 △2,097 △1,324

リース資産（純額） 14,599 13,866

建設仮勘定 575 1,134

有形固定資産合計 299,331 296,025

無形固定資産

のれん 19,978 20,278

その他 12,859 12,571

無形固定資産合計 32,837 32,850

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 43,195

※１
 43,722

長期貸付金 1,651 1,679

繰延税金資産 22,867 22,479

その他 ※１
 40,162

※１
 43,957

貸倒引当金 △3,535 △3,596

投資その他の資産合計 104,339 108,242

固定資産合計 436,508 437,118

資産合計 600,984 609,781
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 65,116 ※３
 68,710

短期借入金 ※１
 64,294

※１
 69,149

リース債務 3,109 2,811

1年内償還予定の社債 1,284 1,284

未払法人税等 3,930 3,961

未払費用 28,137 32,904

賞与引当金 10,722 3,802

販売促進引当金 1,437 896

店舗閉鎖損失引当金 89 136

その他 26,284 ※３
 30,275

流動負債合計 204,406 213,932

固定負債

社債 6,961 7,506

長期借入金 ※１
 46,184

※１
 51,092

リース債務 11,902 11,332

退職給付引当金 77,614 75,969

役員退職慰労引当金 2,919 2,833

債務保証損失引当金 1,339 1,364

その他 10,331 10,435

固定負債合計 157,252 160,533

負債合計 361,658 374,466

純資産の部

株主資本

資本金 11,014 11,014

資本剰余金 9,675 9,675

利益剰余金 191,687 188,651

自己株式 △540 △534

株主資本合計 211,836 208,807

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 9,206 9,063

繰延ヘッジ損益 △3 △2

為替換算調整勘定 △548 △592

評価・換算差額等合計 8,654 8,469

少数株主持分 18,834 18,038

純資産合計 239,325 235,314

負債純資産合計 600,984 609,781
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 220,424 222,589

売上原価 139,038 137,896

売上総利益 81,386 84,692

販売費及び一般管理費 ※１
 76,263

※１
 76,311

営業利益 5,122 8,381

営業外収益

受取利息 52 26

受取配当金 45 75

固定資産賃貸料 175 134

為替差益 325 40

持分法による投資利益 246 318

雑収入 305 326

営業外収益合計 1,151 922

営業外費用

支払利息 633 618

雑損失 172 150

営業外費用合計 806 769

経常利益 5,466 8,534

特別利益

固定資産売却益 1 1

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 45

債務保証損失引当金戻入額 7 24

その他 － 0

特別利益合計 9 70

特別損失

固定資産除売却損 513 289

店舗閉鎖損失引当金繰入額 158 －

投資有価証券評価損 153 －

退職給付引当金繰入額 － 920

役員退職慰労引当金繰入額 － 45

店舗閉鎖損失 86 75

その他 3 －

特別損失合計 916 1,331

税金等調整前四半期純利益 4,559 7,273

法人税、住民税及び事業税 2,988 3,287

法人税等調整額 △449 △596

法人税等合計 2,538 2,690

少数株主利益又は少数株主損失（△） △424 897

四半期純利益 2,445 3,684
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,559 7,273

減価償却費 7,898 9,211

のれん償却額 300 300

貸倒引当金の増減額（△は減少） 75 10

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,360 6,866

退職給付引当金の増減額（△は減少） 755 1,540

受取利息及び受取配当金 △97 △102

支払利息 633 618

持分法による投資損益（△は益） △246 △318

固定資産除売却損益（△は益） 512 288

投資有価証券評価損益（△は益） 153 －

売上債権の増減額（△は増加） 8,985 8,878

たな卸資産の増減額（△は増加） 255 255

仕入債務の増減額（△は減少） △6,900 △3,748

未払消費税等の増減額（△は減少） △62 667

その他 △4,279 △6,604

小計 18,903 25,138

利息及び配当金の受取額 101 105

利息の支払額 △771 △729

法人税等の支払額 △5,812 △3,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,422 20,572

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） － △1,171

有形固定資産の取得による支出 △8,192 △7,243

有形固定資産の売却による収入 32 32

無形固定資産の取得による支出 △4,174 △481

投資有価証券の取得による支出 △679 △21

貸付けによる支出 △31 △1

貸付金の回収による収入 56 42

その他 △478 544

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,467 △8,299
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,446 △316

長期借入れによる収入 200 80

長期借入金の返済による支出 △4,752 △10,675

社債の償還による支出 △440 △545

リース債務の返済による支出 － △770

自己株式の取得による支出 △14 △6

配当金の支払額 △2,322 △2,712

少数株主への配当金の支払額 △64 △64

その他 △67 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,014 △15,010

現金及び現金同等物に係る換算差額 △65 28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,125 △2,709

現金及び現金同等物の期首残高 68,539 52,917

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 2,204

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 63,414

※１
 52,412
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

１．連結の範囲に関す

る事項の変更

 
 
 

(1)連結の範囲の変更
㈱スリーエスフーズ、㈱ヤマザキ物流、㈱サンロジスティックス、㈱ヤマザキク
リーンサービスは、重要性が増加したため、当第１四半期連結会計期間より、連結の
範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数
27社

　

【簡便な会計処理】

    
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
    重要な該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末 
(平成21年12月31日)

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次のとおりであります。

預金 10百万円(    －百万円)

建物及び構築物 5,619  〃  ( 1,406  〃  )

機械及び装置 60  〃  (    60  〃  )

土地 4,933  〃  ( 2,665  〃  )

投資有価証券 435  〃  (    －  〃  )
投資その他の資産
その他
(賃貸固定資産)

388  〃  (    －  〃  )

合計 11,448  〃  ( 4,132  〃  )

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次のとおりであります。

預金 10百万円(    －百万円)

建物及び構築物 5,666  〃  ( 1,431  〃  )

機械及び装置 65  〃  (    65  〃  )

土地 4,933  〃  ( 2,665  〃  )

投資有価証券 451  〃  (    －  〃  )
投資その他の資産
その他
(賃貸固定資産)

389  〃  (    －  〃  )

合計 11,516  〃  ( 4,162  〃  )

      担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 6,436百万円( 2,180百万円)
長期借入金 2,396  〃  (   993  〃  )

合計 8,833  〃  ( 3,173  〃  )

      上記のうち(  )内書は工場財団抵当並びに当該債

務を示しております。

      担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 6,818百万円( 2,328百万円)
長期借入金 2,962  〃  ( 1,171  〃  )

合計 9,781  〃  ( 3,500  〃  )

      上記のうち(  )内書は工場財団抵当並びに当該債

務を示しております。

  ２  債務保証

      連結子会社以外の会社、加盟店等に対して下記の

債務保証をしております。

  (1) 関係会社

㈱サンロイヤル旭川 銀行借入金 950百万円

㈱スーパーヤマザキ 銀行借入金他 178  〃
　

サンリーフファーム㈱ 銀行借入金 147  〃
　

㈱金沢ジャーマン
ベーカリー

〃 65  〃

㈱盛岡デリカ 〃 50  〃

日農生研㈱ 〃 19  〃

合計 　 1,410  〃

  ２  債務保証

      連結子会社以外の会社、加盟店等に対して下記の

債務保証をしております。

  (1) 関係会社

㈱サンロイヤル旭川 銀行借入金 950百万円

㈱スーパーヤマザキ 銀行借入金他 160  〃
　

サンリーフファーム㈱ 銀行借入金 147  〃
　

㈱金沢ジャーマン
ベーカリー

〃 70  〃

㈱盛岡デリカ 〃 50  〃

日農生研㈱ 〃 21  〃

合計 　 1,399  〃

  (2) その他

加盟店 店舗設備賃借料 95百万円

㈱ユトリア不二家 銀行借入金   42  〃
㈱ジェフグルメ
カード

営業債務 30  〃

高知県食品工業
団地協同組合

借入金   20  〃

合計 　   187  〃
債務保証高合計 　 1,597百万円

  (2) その他

加盟店 店舗設備賃借料 109百万円

㈱ユトリア不二家 銀行借入金   43  〃

不二家（杭州）
食品有限公司

    〃
　   26  〃
(人民元 2,000千)

㈱ジェフグルメ
カード

営業債務 30  〃

高知県食品工業
団地協同組合

借入金   20  〃

合計 　   229  〃
債務保証高合計 　 1,629百万円

                     ────── ※３  連結期末日満期手形の会計処理

      連結期末日満期手形の会計処理は、手形交換日を

もって決済処理しております。したがって、当連結期

末日は金融機関が休日のため次のとおり連結期末日

満期手形が期末残高に含まれております。

受取手形 　 24百万円

支払手形 　 253  〃
流動負債その他
（設備関係支払手形）

　 186  〃
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(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

広告宣伝費 11,497百万円

発送及び配達費 12,023  〃

給料及び諸手当 21,308  〃

貸倒引当金繰入額 76  〃

賞与引当金繰入額 3,916  〃

退職給付費用 1,665  〃

福利厚生費 3,572  〃

減価償却費 2,284  〃

賃借料 6,938  〃

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

広告宣伝費 12,177百万円

発送及び配達費 10,937  〃

給料及び諸手当 21,568  〃

貸倒引当金繰入額 21  〃

賞与引当金繰入額 4,308  〃

退職給付費用 1,709  〃

福利厚生費 3,536  〃

減価償却費 3,389  〃

賃借料 6,739  〃

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 64,135百万円

預金期間が３ヶ月超の定期預金 △721  〃

現金及び現金同等物 63,414百万円
  

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 55,573百万円

預金期間が３ヶ月超の定期預金 △3,161  〃

現金及び現金同等物 52,412百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年３月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日

 至  平成22年３月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 220,282,860

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 556,408

　

３  新株予約権等に関する事項

    該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年３月30日
  定時株主総会

普通株式 3,076 14平成21年12月31日 平成22年３月31日 利益剰余金

　
  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

    該当事項はありません。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

　
食品
(百万円)

流通
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

205,81814,169 437 220,424 － 220,424

  (2) セグメント間の内部
      売上高

1,504 396 1,320 3,221 (3,221) －

計 207,32214,566 1,757 223,646(3,221)220,424

営業利益又は営業損失(△) 5,378 △438 120 5,059 62 5,122

　
(注)  事業区分の方法

(1) 事業区分の方法は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

(2) 各事業区分の主要製品

食品：食パン、菓子パン、和菓子、洋菓子、調理パン・米飯類、製菓・米菓・その他商品類

流通：コンビニエンスストア事業

その他：食品製造設備の設計、監理および工事の請負、損害保険代理業、事務受託業務及びアウトソーシ

        ング受託

(3)会計処理の方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

  通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計

期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号  平成18年7月5日）が適用されたことに

伴い、原価法（貸借対照表額については、収益性の低下による簿価切下げの方法）により算定しております。ま

た、この適用に伴い、従来、営業外費用に計上していた原材料等廃棄損については、売上原価に計上しておりま

す。 

  なお、この変更に伴い、食品事業について営業利益が109百万円減少しております。

(4)追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

  当第１四半期連結会計期間から法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律  平成20年４月30日  法

律第23号）を契機に耐用年数の見直しを行い、当第１四半期連結会計期間より機械装置等一部の資産について

改正後の税法耐用年数を適用しております。 

  なお、この変更に伴い、食品事業について営業利益が340百万円増加しております。 

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　
食品
(百万円)

流通
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

206,46514,406 1,717 222,589 － 222,589

  (2) セグメント間の内部
      売上高

1,368 984 5,629 7,982 (7,982) －

計 207,83415,390 7,347 230,571(7,982)222,589

営業利益又は営業損失(△) 8,341 △444 322 8,219 161 8,381

　
(注)  事業区分の方法

(1) 事業区分の方法は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

(2) 各事業区分の主要製品

食品：食パン、菓子パン、和菓子、洋菓子、調理パン・米飯類、製菓・米菓・その他商品類

流通：コンビニエンスストア事業

その他：食品製造設備の設計、監理および工事の請負、損害保険代理業、事務受託業務及びアウトソーシン

        グ受託、物流事業、食品製造機械器具の洗浄剤の製造及び販売
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

　
  全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が、いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の開示を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　
  全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が、いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の開示を省略しております。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

　
  海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　
  海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１．  １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末 
(平成21年12月31日)

１株当たり純資産額 1,003.48円１株当たり純資産額 988.82円

　

(注)  １株当たり純資産の算定上の基礎

　
当第１四半期連結会計期間末 

(平成22年３月31日)
前連結会計年度末 
(平成21年12月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 239,325 235,314

普通株式に係る期末の純資産額(百万円)  220,491 217,276

連結貸借対照表の純資産の部の合計額と１株当た
り純資産額の算定に用いられた普通株式に係る期
末の純資産額との差額の主な内訳(百万円) 　 　

  少数株主持分 18,834 18,038

普通株式の発行済株式数(千株) 220,282 220,282

普通株式の自己株式数(千株) 556 550

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式

の数(千株)
219,726 219,732

　

２．  １株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益 11.12円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式がないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 16.77円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、
潜在株式がないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,445 3,684

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,445 3,684

普通株式の期中平均株式数(千株) 219,801 219,729

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月14日

  山 崎 製 パ ン 株 式 会 社

取 締 役 会   御 中

    日  栄  監  査  法  人

　

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  馬 場 潤 一 郎  ㊞

　

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  山 田  浩 一  ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山崎

製パン株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山崎製パン株式会社及び連結子会社の平成21

年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月13日

  山 崎 製 パ ン 株 式 会 社

取 締 役 会   御 中

    日  栄  監  査  法  人

　

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  山 田  浩 一  ㊞

　

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  國 井   隆   ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山崎

製パン株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22

年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山崎製パン株式会社及び連結子会社の平成22

年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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